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１．研究開発の目的  

褐色脂肪組織（BAT）は「痩せる脂肪」として世界中から注目されている。核医学検査からヒトBATの存在

も示され、肥満防止への寄与が示唆されており、BAT の研究や BAT を増殖させる薬剤のスクリーニングは、

肥満、高脂血症、糖尿病に対する創薬研究に結びつく可能性がある。しかし、ヒト検体の採取は極めて困難

であり、研究は遅れている。本研究では、国立国際医療研究センターにおいて創出された「ヒト多能性幹細

胞由来褐色脂肪細胞」に関し、創薬研究ツールとしての開発を目的として、国立国際医療研究センターとデ

ィナベックの間で必要な技術移転を行う。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

［目標］国立国際医療研究センターで開発された多能性幹細胞から褐色脂肪細胞（BA）を分化誘導する

技術および機能評価する技術の移転を行い、ディナベックで iPS 細胞から分化誘導された細胞が機能的

BA であることを評価する。 

［実施内容］国立国際医療研究センターで BA の分化誘導、および BA をマウスに移植して評価する方

法の技術移転講習を実施し、ディナベックにおいて BAの機能評価試験を行う。 

［達成度］目標としていた評価項目が 100%達成され、本格的な研究開発を進めるための課題が明らか

となった。フィージビリティスタディとして十分な成果が得られた。 

 

②今後の展開 

今後の展開として、第一にヒト BA を創薬スクリーニングツールとして安定的に供給する目的で、BA 製

造方法の改良を行いつつ、BAの試験的な提供を行う。第二にBA研究の裾野を広げる目的で、評価アプ

リケーションの開発を進める。第三に世界的に罹患者が増大しているメタボリック症候群の治療開発に向

けてBAの医療応用開発を進める。既に、BA移植を行ったマウスでは耐糖能異常が改善されるなどの治

療効果が得られている。 

 

３．総合所見 

概ね目標通りの成果が得られており、イノベーション創出が期待される。 

特に、ヒト胚性幹(ES)細胞およびヒト人工多能性幹（iPS）細胞から、９割以上の効率で高機能性褐色脂肪

細胞を作製することに成功し、知財形成ならびに新規テーマとしての発案は高く評価出来る。産学連携に関

しても綿密かつ有機的な協力が遂行できており、相乗効果は高いと判断される。市場調査については、最

終目的である細胞の販売に至る計画はまだ考慮すべき点が多いと思われるものの、今後は今回の成果を

ヒト多能性幹細胞由来褐色脂肪細胞の細胞医薬品としての開発等（研究材料もしくは診断薬含む）、イノベ

ーションにつなげるべく、研究をさらに発展させることを期待する。 


